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⾃⼰紹介

名前 ︓⼩嶋恒
所属 ︓数理・情報サイエンスコース
学年 ︓博⼠後期課程3年
研究室︓中⼭研究室



研究背景

⼤学院で⼈⼯知能に関する講義を受講
数学が難しかった
 ChatGPTなどもない時代
 Googleなどで調べてもダメだった
調べやすいものが欲しかった



研究内容

数式検索エンジンの研究開発
⾃然⾔語（⽇本語や英語など）だけでなく
数式も検索できるようにする

 “会社”と“社会”は違う意味だが、
“a=b”と“b=a”は同じ意味



1⼈の限界

 1年間ほど1⼈で研究開発
形にはなってきた
検索エンジンは規模が⼤きく

1⼈での開発だとスピードに限界がある
 Googleなどは⼤規模に開発している
事業化して開発スピードを上げたい



ビジコンに出場

審査員︓九州電⼒、⻄部ガス、⻄⽇本鉄道、
FFG、⽇本政策⾦融公庫など



ビジコンに出場

応募総数︓54プラン

九州経済産業局⻑賞
副賞10万円



特許出願

 PCT出願
PCT/JP2022/014843
「検索サーバー、検索システム、及び検索プログラム」

⽇本では権利化済み



エンドユーザー

コンテンツ

検索

検索結果

検索

企業のコンテンツを
事前に登録企業のサービス

検索サービスをSaaSとして提供



起業について

福岡市で起業
周りがみんな佐賀市で起業
福岡市もスタートアップ⽀援に⼒を⼊れている

特定創業⽀援等事業を活⽤
福岡のスタートアップ界隈の⼈と交流



実証実験

検索エンジンの完成度は低かった
 VCさんから研究室に寄付していただいた
チームを組んで開発
佐賀⼤学で公開して有効性を検証



デモ動画



研究内容の事業化

数式検索は事業としては厳しかった
 LLMとの組み合わせなら可能性はある



学んだこと︓研究と事業の違い

研究
新規性、有効性が重要

事業
市場の⼤きさ、売れる
ことが重要



新規事業に挑戦中

年内ぐらいに発表したい


